職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
内資系製薬企業の創薬研究部門で◯年間、がん領域を中心にシーズ探索研究に従事してきました。標的分子の選定とバリデーションから、生化学・細胞ベースのアッセイ系構築、化合物ライブラリーを用いたスクリーニング、ヒット化合物の評価までを担当し、メディシナルケミストリー部門と連携しながらリード化合物創出に向けた評価系を運用しています。アカデミアとの共同研究では窓口を務め、新規標的候補の社内評価と進捗報告も担ってきました。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：低分子創薬を中心に新薬開発を手掛ける内資系製薬企業（従業員約◯名）の創薬研究部門
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：シーズ探索研究者
【担当業務】
・がん領域における新規標的分子の探索と、siRNA・CRISPR-Cas9を用いた標的バリデーション研究
・キナーゼを標的とした生化学アッセイおよび細胞ベースアッセイの構築と、約◯万化合物ライブラリーを用いたスクリーニングの設計・実施
・ヒット化合物の再現性確認・濃度依存性評価とSAR解析、メディシナルケミストリー部門への評価結果のフィードバック
・アカデミア・バイオベンチャーとの共同研究における標的評価と技術導入の検討、共同研究先との定例会議の運営
・社内創薬会議での研究進捗報告と、次フェーズ移行判断のための評価資料作成
【実績】
・キナーゼ阻害剤プロジェクトでアッセイ系を構築しスクリーニングを実施、一次ヒットから再評価を経て◯件のヒット化合物を同定し、化学部門との合成展開でリード化合物◯件への進展につなげた
・分注工程と測定条件を見直して細胞ベースアッセイを96ウェルから384ウェル系へ移行し、1週間あたりの評価化合物数を約◯%増やしつつ、対照群のばらつき（CV値）を管理範囲内に維持した


■活かせる経験・知識・スキル
・生化学・細胞ベースアッセイ系の構築とバリデーション、フェノタイピックスクリーニング
・標的バリデーション（siRNA、CRISPR-Cas9、阻害剤プローブ、ウエスタンブロット、qPCR）
・公開発現データ・パスウェイ解析を用いた標的候補の絞り込み
・化合物ライブラリーの選定とSAR解析支援、GraphPad Prism・Spotfire・社内ELN/LIMSでのデータ管理
■資格
・博士（薬学）（20XX年3月取得）
・TOEIC ◯点（20XX年X月取得）
■自己PR
標的の生物学的妥当性と創薬可能性を同じ土俵で評価し、プロジェクトの進退を判断できる材料にまとめることが強みです。新規標的候補についてsiRNAとCRISPR-Cas9によるノックダウン・ノックアウト評価、公開発現データの解析、アッセイ構築の実現性を一つの評価シートに整理し、創薬会議で◯件の候補の優先順位づけに用いられました。貴社でも早期段階の標的評価と社外連携の技術評価に携わり、限られたリソースを有望なテーマへ振り向ける判断に貢献したいと考えています。
以上
